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(  ii  )
これまでの学問体系に新たな血が注ぎ込まれ，新たな学問体系が築き上げられます。大
学は，学生が自ら進んで学ぶところであり，教員は最先端の知識と技術を学生に教え育
みながら，未来を築き上げる人材を育成する教育研究機関なのです。そして，大学教員
は教育者であり，研究者でもあり，さらに臨床系であれば診療に携わる医師であり，大
学の運営に関わる実務者でもあるのです。
　教育研究には教育者と学生との信頼関係が大切である。
　それでは，大学はどのような視点にたって教育研究にあたればよいのでしょうか。ノー
ベル化学賞を受賞した野依良治氏は，「研究で大事なことは事実の発見ではなく，価値
の発見である」と言っています。貴重な知見であっても，時代の流れに沿わない，意味
がないといって捨てられていくなかで，新たな価値を発見することが大切であると述べ
ています。また，価値を発見するためには，自然科学だけではなく，人文社会学や世の
広い教養と原理・原則を若い時に学んでおくことが必要であるとも述べています。本学
のような医療系大学の教育においては，専門分野のみならず，人文社会系の幅広い教養
を涵養することが大切になるということではないでしょうか。
　教員が学生に手本を示すことは，実験，実習，研究，臨床など，すべての教育の場で
よくあることです。この時に思い出すのが，山本五十六氏の格言です。上杉鷹山公の影
響を受けたとされていますが，「やってみせ　言って聞かせて　させてみて　ほめてや
らねば　人は動かじ」は私の教育の基本としているところです。学生に技術を教えると
きには，自らが手本となって見せるようにしています。見せなくてもわかるだろうなと
思っても，あえてやって見せることが大切なのです。そして，次には，自らがやってい
ることを学生にきちんと伝わる様に言葉で説明し，言い聞かせることです。見せるだけ
で学生が理解することには無理があります。そして，今度は実際に学生にやらせてみる
ことにより理解を深めさせることです。技術は理論の実践であるので，物事の理論をしっ
かりと教えたあとには学生にやらせてみることが必要なのです。しかし，学生は初めて
やってみることなので，最初からうまくできることはありません。なんども繰り返しや
らせてみて，手本に沿ってできるようになり，少しでも上達したなら今度は褒めてやる
ことです。褒めるといっても，学生のやっていることが「手順どおりで間違っていない」，
「それでいいんだ」ということを伝えることでよいのです。学生は褒められることで「認
められた」と思うので，その後の人間形成にも繋がります。学生の教育は，「教えっぱ
なし」にしないで「育む」ことが大切であり，教える側と教わる側との信頼関係が大切
なのです。
（奥羽大学学長）
